
(Vol.382)№9

　 ２０２５年７月２７日　自然ふれあい交流館
　　　　　　　　        　 　作成：小川由真

７月５日～７月１８日の森

ミツバ

ガガイモ

植物・開花

※帰化植物 ( 植栽含む )草本

・アマチャヅル
◎イケマ
◎イヌゴマ
◎ウツボグサ
・ウマノミツバ
・エゾノギシギシ※
◎オオウバユリ
・オオカモメヅル
・オオチドメ
・オニシモツケ
◎ガガイモ
・カノツメソウ
・キツネノボタン
・コウゾリナ
・コウリンタンポポ※
・シオデ
・シロツメクサ※
・セイヨウオニアザミ※
・ダイコンソウ
・ツチアケビ
・トリアシショウマ
◎ノラニンジン※
・ハイハマボッス
・ハエドクソウ
◎ヒメジョオン※

・ブタナ※
・ミゾホオズキ
◎ミツバ
・ムラサキツメクサ※
・メマツヨイグサ※
◎ヤブジラミ
◎ヤブハギ

木本

・イワガラミ
・エゾアジサイ
・エゾヤマハギ
・クリ
・ノブドウ
・ノリウツギ

ヤブジラミ

エゾアジサイ

エゾシカに食べられて

しまった株が多く見られます

◎見頃

コウゾリナ

オオウバユリ

ナニワズ
大きくても50㎝ほどの

小さい木です。夏に葉を

落とすので「ナツボウズ」

とも呼ばれます

花

エゾニワトコ

ヤブハギ

オオハナウド

ヤマグワ

ノリウツギ

メマツヨイグサ

ツタウルシ

ウマノミツバ

植物・果実

人によっては、触れると
かぶれることがあるので

注意！

去年の果実(茶色)と今年
の未熟な果実(黄緑色)が
同時になっていました

セリ科

果実ハエドクソウ



・アオジ
・アオバト
・アカゲラ
・ウグイス
・カイツブリ
・カッコウ
・キジバト
・キビタキ
・クマゲラ
・クロツグミ
・コゲラ
・センダイムシクイ
・ツツドリ
・ハシブトガラ
・ハシブトガラス
・ヒヨドリ
・フクロウ
・ヤブサメ

昆虫類

　

野鳥

※外来種

キマワリ

蜻蛉目(トンボ目)
　・アキアカネ
　・ナツアカネ
　・ノシメトンボ

直翅目(バッタ目)
　・コバネイナゴ幼虫
　・コバネヒメギス
　・サッポロフキバッタ
　・ハネナガフキバッタ
　・ヒシバッタ
　・ヒナバッタ
　・マダラカマドウマ
　・ミカドフキバッタ

半翅目(カメムシ目)
　・アカスジカメムシ
　・コエゾゼミ
　・セアカツノカメムシ
　・ツチカメムシ
　・ツノアオカメムシ

膜翅目(ハチ目)
　・オオスズメバチ
　・スズバチ
　・セイヨウオオマルハナバチ※
　・ムネアカオオアリ

双翅目(ハエ目)
　・ヤマトアブ

鱗翅目(チョウ目)
　・ウチスズメ幼虫
　・エルタテハ
　・オナガアゲハ
　・カレハガ幼虫
　・クジャクチョウ
　・クロヒカゲ
　・サカハチチョウ
　・シジミチョウの仲間
　・シロチョウの仲間
　・ミスジチョウ
　・ミヤマアカネ
　・モンキチョウ
　・モンシロドクガ幼虫
　・ヤマキマダラヒカゲ

鞘翅目(コウチュウ目)
　・アカハナカミキリ
　・オトシブミ
　・キマワリ
　・コクワガタ
　・ジャコウカミキリ
　・スジクワガタ
　・セマダラコガネ
　・ダイミョウハネカクシ
　・ナナホシテントウ
　・ノコギリカミキリ
　・ハネカクシの仲間
　・ヒゲナガオトシブミ
　・ヒラタシデムシ
　・ビロウドカミキリ
　・ベニボタルの仲間
　・マメコガネ
　・ミヤマオオハナムグリ
　・ミヤマクワガタ
　・ムネアカクロジョウカイ
　・ヨツスジハナカミキリ

森じょうほうの最新号は、自然ふれあい交流館ホームページで見られます
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自然ふれあい交流館
　　　　　　周辺地図

山菜も採らないで！　①遊歩道から外れない
　②動物、植物をとらない
　③ゴミを捨てない

現在通行

できません

サッポロフキバッタやミカドフキバッタなどは

アキタブキの葉をよく食べます

サッポロフキバッタ

ミカドフキバッタ

サッポロフキバッタや

ミカドフキバッタの幼虫

アキタブキの

葉脈だけ残っている

アキアカネ サビキコリ

　　
野幌森林公園にはいない

カマキリの仲間の幼虫
が交流館周辺で数頭発見

されました


